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弘
経
寺
だ
よ
り 

楠
美
知
仁
上
人
追
悼
会 

 

十
一
月
二
十
四
日
、
大
本
山
増
上
寺
別
院

弘
経
寺
第
八
十
七
世
楠
美
知
仁
上
人 

教
光
心
院
正
蓮
社
信
譽
上
人
勇
阿 

情
念
知
仁
上
座
大
和
尚 

の
追
悼
会
が
営
ま
れ
ま
し
た
。 

蓮
池
光
洋
新
執
事
長
、
古
橋
幸
雄
執
事
を

は
じ
め
、
七
名
の
増
上
寺
僧
侶
が
楠
美
上
人

の
た
め
に
、
お
経
を
唱
え
、
心
か
ら
の
お
念

仏
を
捧
げ
ま
し
た
。
当
山
檀
家
を
代
表
し
て
、

小
島
総
代
を
は
じ
め
、
出
席
さ
れ
た
檀
家
の

皆
さ
ん
も
お
焼

香
を
捧
げ
、
一

心
に
お
念
仏

を
お
称
え
し

ま
し
た
。 

追
悼
会
の
後
、
蓮
池
上
人
よ
り
、
楠
美
上

人
の
増
上
寺
や
弘
経
寺
、
浄
土
宗
宗
門
へ
の

多
大
な
る
功
績
を
讃
え
る
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。 

法
然
上
人
八
百
年
御
忌
に
向
け
て
、増
上

寺
は
新
執
事
長
を
迎
え
て
、
歩
み
だ
し
ま
す
。

当
山
弘
経
寺
も
楠
美
前
住
職
の
ご
功
績
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
蓮
池
新
住
職
と
共
に
歩

ん
で
参
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
お

檀
家
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

蓮
池
新
執
事
長 

弘
経
寺
住
職
に
就
任 

去
る
十
一
月
五
日
を
も
ち
ま
し
て
、増
上

寺
執
事
長
に
蓮
池
光
洋
上
人
が
就
任
し
ま

し
た
。
執
事
長
就
任
を
も
っ
て
別
院
弘
経
寺

の
住
職
に
も
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

蓮
池
執
事
長
は
平
成
十
三
年
五
月
に
故

江
口
執
事
長
と
と
も
に
増
上
寺
に
就
任
さ

れ
、
以
降
教
務
部
長
を
勤
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
楠
美
執
事
長
の
悲
報
を
受
け
、
信
念
の

も
と
に
宗
祖
法
然
上
人
八
百
年
御
忌
に
臨

ん
だ
先
達
の
意
志
を
引
き
継
ぐ
べ
く
職
務

に
就
か
れ
ま
し
た
。 

新
年
会
・
護
持
会
総
会 

平
成
二
十
二
年
度
弘
経
寺
護
持
会
総
会

を
左
記
の
通
り
、
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
出

席
さ
れ
る
方
は
同
封
の
葉
書
に
て
ご
返
信

く
だ
さ
い
。 

 

総
会
後
、
新
年
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
ち
ら
へ
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時･

･
･

平
成
二
三
年
一
月
二
三
日(

日) 

午
前
十
一
時 

護
持
会
総
会 

正
午
一
二
時  

新
年
会 

会
場･

･
･

弘
経
寺
新
書
院 

会
費
…
一
〇
〇
〇
円
（
新
年
会
に
ご
出
席
さ

れ
る
方
の
み
。
当
日
徴
収
い
た
し
ま
す
） 

※ 

返
信
用
葉
書
は
護
持
会
会
員
の
方
の

み
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

  

茨
城
教
区
浄
土
宗
青
年
会 

別
時
念
仏
会 

来
年
二
〇
一
一
年
は
法
然
上
人
八
〇
〇

年
御
忌
の
年
で
す
。
つ
ま
り
、
法
然
上
人
が

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て
か
ら
八
〇
〇
年

目
に
あ
た
る
年
で
す
。
一
周
忌
、
三
回
忌
、

七
回
忌
と
数
え
て
い
け
ば
八
〇
〇
年
忌
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

さ
て
、
そ
の
法
然
上
人
八
〇
〇
年
御
忌
を

記
念
し
、
当
山
弘
経
寺
に
て
お
別
時
（
念
仏

会
）
を
法
然
上
人
の
ご
命
日
、
一
月
二
十
五

日
（
火
）
に
営
み
ま
す
。
主
催
は
茨
城
教
区

浄
土
宗
青
年
会
で
す
。
法
然
上
人
の
八
〇
〇

年
御
忌
の
ご
命
日
に
お
念
仏
を
お
称
え
す

る
機
会
は
一
生
に
一
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

弘経寺新住職 蓮池光洋上人 
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言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
日
に
お
念
仏
を
お
称

え
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
、
八
〇
〇
年
分
の

功
徳
が
備
わ
っ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
し

か
も
、
そ
の
念
仏
会
が
飯
沼
弘
経
寺
で
営
ま

れ
る
こ
と
に
、
妙
な
る
縁

え
に
し

を
感
じ
ま
す
。 

是
非
、
こ
の
法
然
上
人
が
念
仏
の
教
え
を
完

成
さ
れ
た
日
、
一
月
二
十
五
日
に
、
浄
土
宗

の
青
年
僧
侶
と
共
に
、
お
念
仏
を
お
称
え
頂

き
た
く
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
時 

二
〇
一
一
年
一
月
二
十
五
日
（
火
） 

 

午
後
三
時
～
四
時 

場
所    

弘
経
寺 

本
堂 

携
行
品  

輪
袈
裟
、
念
珠 

参
加
費  

無
料 

※
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
予

約
は
必
要
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
当
日
午
後
三
時

ま
で
に
、
本
堂
へ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
午

後
四
時
ま
で
の
一
時
間
お
念
仏
を
お
称
え

頂
き
、
そ
の
ま
ま
解
散
と
な
り
ま
す
。 

 シ
リ
ー
ズ
法
然
上
人 
 

― 

他
力
本
願 

― 

他
力
本
願
と
は
法
然
上
人
に
よ
っ
て
確

立
さ
れ
た
哲
学
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
に

お
い
て
こ
の
他
力
本
願
が
「
人
任
せ
」
「
人

頼
み
」
の
よ
う
な
、
間
違
っ
た
解
釈
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。 

他
力
本
願
の
真
意
は
、
人
任
せ
で
は
な
い
。

人
頼
み
で
も
な
い
。
苦
し
い
時
の
神
頼
み
で

も
な
い
。
人
の
ふ
ん
ど
し
で
相
撲
を
取
る
こ

と
で
も
な
い
。 

あ
る
意
味
に
お
い
て
、
「
自
力
」
よ
り
も

「
他
力
」
の
方
が
厳
し
い
。「
自
力
＝
努
力
」

な
の
で
一
生
懸
命
や
る
の
は
当
た
り
前
。
一

生
懸
命
や
っ
て
や
っ
て
や
り
尽
く
し
て
も

越
え
ら
れ
な
い
領
域
が
あ
る
。
限
界
が
あ
る
。

し
か
し
、
限
界
ま
で
や
り
つ
く
し
た
が
故
に

見
え
て
く
る
景
色
が
あ
る
。
そ
の
景
色
を
観

た
者
だ
け
が
弥
陀
の
本
願
の
深
さ
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
る
。
真
剣
に
生
き
て
い
る
人

に
の
み
、
弥
陀
の
本
願
は
働
く
。 

努
力
す
る
こ
と
に
疲
れ
果
て
て
し
ま
っ

て
目
的
の
地
、
目
標
と
す
る
所
へ
辿
り
着
け

な
い
。
そ
ん
な
時
、
阿
弥
陀
様
に
祈
る
。
念

仏
を
称
え
る
。
必
ず
救
っ
て
く
だ
さ
る
。
つ

ま
り
、
自
力
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
他
力
が
あ

る
。
自
力
を
自
力
と
思
わ
せ
な
い
ほ
ど
に
、

大
き
く
や
さ
し
く
包
み
込
ん
で
い
る
の
が

他
力
で
あ
る
。 

何
で
も
自
力
で
で
き
る
と
思
う
こ
と
自

体
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。し
か
し
、

で
き
な
か
っ
た
と
き
に
味
わ
う
絶
望
は
私

達
を
酷
く
苦
し
め
る
。
し
か
し
、
私
達
が
自

力
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
実
は
私
達

の
想
像
を
超
え
た
も
っ
と
も
っ
と
大
き
な

も
の
（
＝
宇
宙
）
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
し

た
ら
、
私
達
が
自
力
で
生
き
て
い
る
の
で
は

な
く
実
は
細
胞
や
原
子
、
素
粒
子
と
い
っ
た

も
の
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
と
し
た

ら
、
絶
望
そ
の
も
の
が
意
味
の
な
い
も
の
に

思
え
て
く
る
。
最
先
端
の
科
学
で
も
証
明
で

き
な
い
マ
ク
ロ
の
宇
宙
か
ら
ミ
ク
ロ
の
量

子
に
至
る
不
思
議
な
力
、
不
思
議
な
存
在
を
、

古
い
に
し
え

の
人
々
は
阿
弥
陀
（
＝am

itaa

）
と

呼
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。 

念
仏
を
称
え
て
い
る
と
他
力
本
願
の
本

質
が
見
え
て
く
る
。
阿
弥
陀
如
来
の
前
に
は
、

誰
も
が
同
じ
だ
け
絶
望
的
な
存
在
で
あ
る

と
同
時
に
、
同
じ
だ
け
救
い
の
機
会
を
与
え

ら
れ
て
い
る
希
望
の
存
在
で
も
あ
る
。 

   

  

今
月
の
写
経
会(

毎
月
第
四
土
曜
日) 

一
月
二
十
二
日
（
土
） 

平
成
二
十
三
年
最
初
の
写
経
会
は
一

月
二
十
二
日
で
す
。 

     

会
費 

 

一
〇
〇
〇
円 

(

高
校
生
以
下
は

五
〇
〇
円)

 

携
行
品 

小
筆
（
受
付
で
も
販
売
し
ま
す
） 

 

お
悔
や
み 

阿
弥
陀
様
の
慈
光
の
中
、
次
の
方
々
が

極
楽
へ
往
生
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

十
一
月
二
七
日 

飯
田
荘
六
殿 

七
八
歳 

1:45 受  付 

2:00 法  話 

2:20 写  経 

2:50 お念仏 

3:10 懇  談 

弘
経
寺
Ｈ
Ｐ 

ア
ド
レ
ス
は
、 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
u
g
y
o
ji
.
j
p
 

で
す
。
ま
た
は
、
ネ
ッ
ト
で 

「
弘
経
寺
」
と
入
力
し
検
索
し
て
下
さ
い
。 


